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○ PUKU(北京大学-京都大学)初年度の交流活動報告(3) ～農業分科会～ 
○ 【中国経済最新統計】 
新疆ウイグル自治区、ウルムチ・阿拉山口・伊寧・カシュガル 7 日間 
大陸横断鉄道中国最西端調査と少数民族との交流の旅のご案内 















3/22（火） 大阪→北京経由→ウルムチ  関西空港から北京経由ウルムチ着 
                      トマリスホテル泊 
3/23（水） ウルムチ          大バザールなど「暴動」の現場見学 
                    自治区主席訪問 食事会 泊 
3/24（木） ウルムチ→夜行列車で    新疆大学訪問 又は新疆財経大学 
      阿拉山口へ         夜行列車で阿拉山口へ、車中泊 
3/25（金） 阿拉山口→伊寧へ      阿拉山口税関調査 バス移動→伊寧へ 
                    伊寧城など見学  泊 
3/26（土） 飛行機でウルムチへ     飛行機伊寧→ウルムチ積水化学見学 
      その後ｶｼｭｶﾞﾙへ          午後：ｶｼｭｶﾞﾙへ  泊 
3/27（日） ｶｼｭｶﾞﾙ 疎附県 ウルムチ  疎附県見学 午後ウルムチへ 晩餐会 泊 
3/28（月） 帰国            帰国の途に 
 
予定しています旅行費用は、200,000 円（概算、2 人一室利用、1 人部屋追加料金 24,000 円）、ホテルは四つ



















が侵入し、海上保安庁の巡視船と衝突した事件をきっかけに起こったものです。10 月中旬成都から発生し 10 箇所の
都市に広がった今回の「反日デモ」は、一挙に日中間の友好ムードを冷え込ませたことは記憶に新しいところです。
























































殺 61 周年式典での在比日本大使の挨拶）そう言わざるを得ない惨禍が起こってまだ 10 年余の歳月しか経ってない
頃のことです。 
今日では考えにくいことですが、「戦争の傷跡」は容易に癒えるものではないようです。例えば、大戦後 10 年余を



























































中国での戦没者は 46 万人余※（フィリピンより約 5 万人少ない）にのぼり、中でも遺骨収集が最も必要とされたのは












































体的には 05 年まで年数十柱だったのが 09 年度は 7740 柱となっていること、などにも絡んでいるとのブログもあります。
該当ＮＰＯによると、「比全域で 300 人以上の現地スタッフが住民らから遺骨を集め、遺骨を持ってきた人には日当と






































































































































1995 年「女性のための平和友好基金」の設立が決まり、翌年 8 月には首相の手紙とともに基金から「償い金」1 人当
たり 200 万（医療事業支援費 1 人 150 万 日本政府負担事業）が名乗り出た 3 人のフィリピン元従軍慰安婦に手渡さ
れました。その後申請と認定が順調に進んでいったとされますが、もちろん、この対応が「国の謝罪や補償」を意味し
ないとし、その受け取りを拒否して裁判闘争に訴えた人もいました。しかし、その人たちの多くもこの基金締め切り前
年の 2000 年までに 160 名の方が申請し認定過程にあった、と基金のニュースは伝えています。 
一方政府が独自に調査し認定した 207 人の元慰安婦の存在を発表した韓国では、女性基金からの「償い金」を受
け取られた方は 7 人にとどまり、「国の謝罪や相応しい補償」を要求して基金への申請を拒否し、韓国の政府やメディ
アもその姿勢を支持し続けました。この中で、1998 年に NGO の韓国挺身隊問題対策協議会が被害者を支援する基
金を募り、拒否している元慰安婦に対して生活支援金 3150 万ウォン（当時日本円で約 310 万円）と挺対協の集めた















文責：京都大学農学部 3回生 石川 清貴 
 
■PUKU の農業分科会 






















 JA 全農京都 農産部園芸課 京都市中央卸売市場内駐在所 
 農業関連法人 株式会社マイファーム 亀岡農場（株式会社隅田農園 経営） 
































































































































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2008 年              
12 月 9.0 5.7 19.0 1.2 22.3 390 ▲2.8 ▲21.3 ▲25.8 ▲5.7 17.8 15.9 
2009 年             
1 月    1.0  391 ▲17.5 ▲43.1 ▲48.7 ▲32.7 18.7 18.6 
2 月  （3.8） (15.2) ▲1.6 (26.5) 48 ▲25.7 ▲24.1 ▲13.0 ▲15.8 20.5 24.2 
3 月 6.1 8.3 14.7 ▲1.2 30.3 186 ▲17.1 ▲25.1 ▲30.4 ▲9.5 25.5 29.8 
4 月  7.3 14.8 ▲1.5 30.5 131 ▲22.6 ▲23.0 ▲33.6 ▲20.0 25.9 27.1 
5 月  8.9 15.2 ▲1.4 (32.9) 134 ▲22.4 ▲25.2 ▲32.0 ▲17.8 25.7 28.0 
6 月 7.9 10.7 15.0 ▲1.7 35.3 83 ▲21.4 ▲13.2 ▲3.8 ▲6.8 28.5 31.9 
7 月  10.8 15.2 ▲1.8 (32.9) 106 ▲23.0 ▲14.9 ▲21.4 ▲35.7 28.4 38.6 
8 月  12.3 15.4 ▲1.2 (33.0) 157 ▲23.4 ▲17.0 ▲2.05 7.0 28.5 31.6 
9 月 8.9 13.9 15.5 ▲0.8 (33.4) 129 ▲15.2 ▲3.5 10.6 18.9 29.3 31.7 
10 月  16.1 16.2 ▲0.5 (33.1) 240 ▲13.8 ▲6.4 ▲6.2 5.7 29.5 31.7 
11 月  19.2 15.8 0.6 (32.1) 191 ▲1.2 26.7 10.0 32.0 29.6 34.8 
12 月 10.7 18.5 17.5 1.9 (30.5) 184 17.7 55.9 9.7 -44.6 27.6 31.7 
2010 年             
1 月    1.5  142 21.0 85.6 24.7 7.8 26.0 29.3 
2 月  (20.7) (17.9) 2.6 (26.6) 76 45.7 44.7 2.5 1.1 25.5 27.2 
3 月 11.9 18.1 18.0 2.4 26.3 ▲72 24.2 66.4 28.1 12.1 22.5 21.8 
4 月  17.8 18.5 2.8 25.4 17 30.4 50.1 21.3 24.7 21.5 22.0 
5 月  16.5 18.7 3.1 25.4 195 48.4 48.9 29.3 27.5 21.0 21.5 
6 月 10.3 13.7 18.3 2.9 24.9 200 43.9 34.6 8.3 39.6 18.5 18.2 
7 月  13.4 17.9 3.3 22.3 287 38.0 23.2 12.8 29.2 17.6 18.4 
8 月  13.9 18.4 3.5 23.9 200 34.3 35.5 21.2 1.4 19.2 18.6 
9 月 9.6 13.3 18.8 3.6 23.2 169 25.1 24.4 12.2 6.1 19.0 18.5 
10 月  13.1 18.6 4.4 23.7 271 22.8 25.4 8.7 7.9 19.3 19.3 
11 月  13.3 18.7 5.1 29.1 229 34.9 37.9 28.1 38.2 19.5 19.8 
12 月 9.8 13.5 19.1 4.6 20.4 131 17.9 25.6 9.2 -13.3 19.7 19.9 
 
注：1.①「実質 GDP 増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
